
（研修課程の種別）

研修課程 対象者 実施出来る行為 研修の概要

第１号研修 不特定多数の者
喀痰吸引：口腔内、鼻腔内、気管カニューレ内部
経管栄養：胃ろう又は腸ろう、経鼻

第２号研修 不特定多数の者

下記のうち、実地研修を修了した行為（１～４行為）

喀痰吸引：口腔内、鼻腔内、気管カニューレ内部
経管栄養：胃ろう又は腸ろう、経鼻

第３号研修 特定の者（※）

下記の内、特定の者に対して実地研修を修了した
もの
喀痰吸引：口腔内、鼻腔内、気管カニューレ内部
経管栄養：胃ろう又は腸ろう、経鼻

※　特定の者：利用者と介護職員等とのコミュニケーションなど個別的な関係性が重視されるケースに対応するもので、具体的には、筋萎縮性
側策硬化症（ＡＬＳ）又はこれに類似する神経・筋疾患、筋ジストロフィー、高位頸髄損傷、遷延性意識障害、重傷心身障がい等を患っている療
養患者や障がい者が「特定の者」に該当。
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